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Trends and Problemsin Distribution andlts TodaYS Problems

流山システム化ほ一i珪キイ子尖な迎賦をみせて才ぅり,れ九 流出コスト仏滅グ川fかご)

の抑Uj㍑l椚のでナチ■R化はLだし､に1j三々てしつつある｢｡LかL,壬山江のニーーーズは榔ネサ【

ビスノ之び供給…吋け′トグつ】叶卜など,汀i守モネや什公一′王(Jろ∴安‾求に=をl‾｢小ナたものか多く,

供給側の効率向L主体から霜雪側へのサービス】｢1j上を含めたシステムのメェ域化へと,

巾山格行の仰l/りがみられるぐ_)

二のようなニーズ坐化に対処するには,丁允過のトータル システムl'l(Jアブロー一子が

必紫で,その与し仙'け手法として流j止システ∠､うモ系の機能r｢り_卜をラ㌍める附叶的アブロ

Mチと,二の純米を与い見†とするデータ抑】J何か⊥丁フのアブローー一千についての拭某が必

紫で,二れを収りまとめた｡

不純では,1‾いこきダ)の柵かい!‾子辻に､■′二つチータ什暮)_+を今綬グ).深j起とLて比べた｡

t】 緒 言

流出システムに求めノノれるニーて♂〕刺ド･jは,′ト_巾壬ノ之び供糸r‡

側かノブしみた効やl｢りlに_i三体を才jいたもク‾)か⊥'J,尉偶に｢1をi/･j

けたサービスl｢1+卜に主体を才Jし､たものへと性根Lつつある√-.

すち･わち､れプJ･彷人､コスト仏滅などの胤i由利キ化をri住め

る一うノしで､仰器へのサーービスや†朋r‡イ.柵州三内卜のl如か⊥､_トみた

慌能に人きなウエイトをおく仰l｢りが城主/-ノている.二､

ニのようなニーズに対処するには,仰′存との才な山で′トfる

必一変なサーービスの門を卜分に肥附し,これを満たすため〝)機

能を流旭の糾三文隅ごとに,設iヒし,その小での効ざ平化に耽り抑.

むことが巾紫となる｡加えて.壮言卜の人什化仰焼などによる

淡泊分ユlナ♂〕利潤ト_L三jむに対処するには,流通システム仝系にノっ

たるきめ封‖かで,_けつ系統的なでてり二【fとが必焚とち･る.-1

1トンニ∫卓出1三巾は,比にi式一己油分町の糾て絹子につき.†㌣神化速成

に仏ソJLた尖糾があり=),圭たソ亡に拙叫--Lたトーータル システ

ムl′lてげプロ〉-チ(2)や,システムほ法の松帆'1てJろ.･利川(2)などを

J州えて,卜.言Lクつ如しいニーーズにこたえるための各仰の雄二束を

.喜一∫しふている仁〉

ここではそのうち,櫛存に近い例の′トノ己ノ之び肘送センタに

才上目し,何州抑Jな1巾ノ女びデータf占梢のl如からのアブロー‾十に

ついてiiLL,/卜子安の話牡越であるサービスと効平山上に【【′蛸7さ

せるためのl‾手法に_､ンニつデータ作り+グつ イ;二‡;を糸ごり卜L,′終イ1ェグ)

御批判を仰ぎたい

表I電子計算機実働状況の比率推移(商業/全産業) 国内におけ

る電子計算機実働状況のうち,商業分野の占める比率を示す｡

‾＼＼

年度
＼

項目
＼＼

'69′/■9 ■了0/9 17い■9 172.′･′9
lI了3ノノ9

全産業計A(百万円)

卸･小売･商事B(百万円)

B/′A(%)

引0′924 738′678 t,024′518 l.26l′824 事′455′642

138′187

9.49*

137′486
】

58′074

7.払

90′引3

8.87

l16.11Z

9.20
】7.33

注:*商業以外に運輸,サービス,製造業のうち流通に関係する額を含めると,15一､､20

%と推定される｡

*｢トー′二∫と･ピーl叫-システムj‾と附本f■flこ
**

Lト■′二;聖引1叫･システム川二悦仰了かノ了

油井兄朝* 5月叩ぐ卜”桝れ`/

青山義彦** l′り5=/んr‥1り叩〝～′～

金子雄次*** l'みノ/〟-川√止〃

小野 光****JJ/んr州りナ川

切 情報システムの面からみた流通分野の動向

流他分野における√ナ+さ事1リヒのはナナいは,-一触1小二′トメイ三分即(

次f}丁三1て)のそれに比べてう吐れているとみることができる､--

一触に′l-リラ巨分野では,そのJ宴望j左の.i坦札三で槻イこ托の利益を卜りナ

′卜かLて機械化,+卜■号幸は化のヰ人によりi‡■Ji/1二J桝′l三を子さJ二ているが,

流油分野では人,物,令の動きが微抑に入り机んでJうり､机

や化を.進めにくい二代‡妃にあるとて㌻えょう′

いま流旭システム化の動r｢りをレちるため,帖伺ぇシステムの中

人状況を-･つの指標とすることとlノ,L-1主l内での乍糀1ゝ三のうち

絹1与川卜小うl己･商･卜)分旦旦fへのうEJ′一占卜ち`?:恍中人ヰくをしみると,

表1(3)に′+ミすように午々叶川】Jの帆わ=二ある(=,絶対王lトとLては

10%に近づきつつあり,淡泊システム化のオり三なJお･みが.i一之め

ノブれる｡

また少L.】ト､が,図=ニスクンフオーート川二`先巾ア汁トによる

｢一木Il‾;lにおけるコンヒュー一夕仙上‡-一分即グ=｢り卜与山地L+を′+七す

が,批売,流過分野の訂焚の仰びがホされている(JトりU=トク‾)

フェーズj埋れを才一えると,我がi_小二Jiける流山システム化は

これからが川+花時期とfみることができよう′-

一一方,流通端末として現在注目されている販売時∴l丈召二雌シ

ステム(Point of Sales:以下,POSと略す)のアメリカ､

Arther D.Little社で行なった需要予測(4)をみると,図2の

ようにかなりの伸びが期待されている.｡また1973年までにア

メリカで納人したPO Sターミナルの台数(3)は10方子i弓弓とも

いわれており,このような店舗オペレ【ションまわりかごJの

丁充過効率化も柄発な動きをみせている｡

以卜,流過システム化の上靴【‾rりを一けi糀血かごっマクロにみたか.

サービス,効率伸輔のr｢り_卜をノ山｢りして,今後オiリ三な発脹か行

なわれていく こと となろう.｡

田;充通システムに求められる各種のニーズ

校地活動とは,′と確から消印にキミる経路での物,1モ,トl■i糾

の流れを収り拭う綿析fiキ剖である｡二れらを本桁的什公シス

テムとしてとらえるとかなり河お人になるので,的ijiのため規

模を′トさくし,介滋内淡泊を対駁に終柵のニーズをヤ押1与Lて

みると匡13cりょうである｡

すなわち,いま生蔽附]t川Ij､地先附j｢川りノ女び1モ‾米綿′汀巾グ′)

***[トンニ肘1-巾-ソフト｢7_1丁】‾二城 ****ll_､ソニこと･望n三巾鵬ノ1Lこ節
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図】アメリカにおける電子計算機使用分野の向上見通し 電子計算機の偵用分野は,原価経理な

どの帳票処理業務から･生産,販売,涜通などの高度のデータ処理業務に重点が移行Lつつあることを示Lている｡
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図2 Arther D.+ittle社の行なったPOSの需要動向

の関連システムのアメリカにおける需要予測を棒グラフで示すし
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3糀l"け⊥､ノン‾)紫竹ま,それぞれ｢｢州‖川いJlik∴｢′ノヒト巾_し■,

r寸法付代帆 て_予-)る､.加メ_て什三さ的なⅠ巾かごJの安1′≠か＼消乍■川

川か⊥'ノブ‾),班1′さ七川圭一-ンて強ノJな作ユiしとなるL_コニれJ)♂‾)川J上す

る-批にグ)終ノ川Jを.汁拙筆L,1モ系のJi之油化をト1杷享に越川,述ノさ:ミ･

/之ひ■■｢川j.汁【山iを行な一)二とが,淡泊トータル システム化の打ち

Jみとギ‾ノ㌔⊥-〕れる､

図3におし､て,′了ミニ卜少)ん卜､卜分は従+ミかごっ比帖的多く叫如+･

かち■きれているが,イ■▲‾卜､l′二分･プ)消印‾井との寸臥t.川;分への対応

に/‾-パ､こ｢ま,トウトヒはいえない｡二の純分のニーーズ分析は,

チークを肥附するノうえでかち･り1｢l仰Jで,手)るため､きめの州_い

処川にヒビま一-ノていることが多いが,/ト子麦の流油システムは,

朴～【=1‾ヒジ､ノ接ノ∴丁二とその川辺への対処がLトL､とな一〕て矧凋Lて

ルく もツ)ヒ止け)れる_.

注:く････……･･■ 印は互いに相反する要求

生産性向上 -す原価低減

1
規模の利益(スケールメリット)の利用

l
統一された製品構成(小品種)で,大口ソト安定生産
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図3 流通システムにおける部門別の各種のニーズ
流通システムに要求される供給,需要者部門別の

ニーズはそれぞれ異なったものてあり,ニれら相反する事項の円滑な協調が,流通トータルシステム化の基盤となる｡
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山 流通へのトータル システム的アプローチ

図3にノjこす終肘]-1の抑止する安男を朋卓たし∴也切な淡泊シ

ステムを桃成するには,システム乍休の流れをj‾uj‾h=/,その

小で部分がどのような機能を要求されているかを一々■えながごJ､

システム.汁｢呵を進めてゆくことがワ子まLし､･トータル システ

ム｢】くJアブロー一千の与川こ的なノブ臼ことLて,次の ◆･つが巧‾えごノれ

る｢〕すなわち,図4にホすように｢‾晰仰lてJろ･一如か⊥ゝ)のアブロ

ー｢十_■ と｢デーータブ〔1桐l巾カ1らのアフロー一千+で,前‾れま全休

.il-L叫かノブ北本機能圭でを,後/朽▲はその機能をi抑止するための
デ〉-タク)泊用のj_と休化を･それぞれ叶い)拭うものとする｡.

4.1解析的な面からのアプローチ

図4に示すように,まず流辿ネ･ノ=トークグ)モデ′しを作り

あげる.二.収り拭う対範掛川が,仰+えば帆;士センタで(られば,

その前縁の流地f貨椚の謂1‾1叶1三をできるだけ氾j‾肘ノ,対ぢこ純川

との不‖ノJ二倒係を明仁〕かにLておく｢.

淡泊システムに加わる外札は,_トヒLて′.ノ.;安川の健刺/女ひ､

什会条什の磐化などであるが,二の.よノ1なケ川Lを′二三けたとき

システムがどグ)ような準則をホすか,重たそグ‾)1けヲ･七:三を少なく

安1立化させるためグ)対策はイ吋かなどにつさ,ごいJかじめ晰附

によ一ノて求めておく ことがヤ三宝Lい

まず,フローー システム全体の勅｢仙し才‡をマクロに知るた･め

には,IndustrialDynaInics(1て人‾卜､IDと略す)(5)などの一

法を仕ってシミュレーションに,より概略叫榊′りをつかむ√､次

解析的な面からのアプローチ

I
流通ネットワークモデルの組上げ

I
IDによるマクロ的取扱い

----･動特性の把捉

l
各流通段階ごとの在庫変動の

把握(マクロ)

I
ミクロ的取扱い

-〃す入力をフローレイト

から実数値に変え,必要機能を求める｡

I
必要な設備計画と

運用機能を求める.ノ

I

ミクロ的取扱いによる配送計画

I
流通コストの低減,

変動への応答性の向上

I
効率的なシステム構成

データ活用面からのアプローチ

l
サービス向上の内容分析

(音読通段階ごとに)

l
顧客の要戎するものを,適時に,豊富に

品ぞろえする′→ニれに必要な各種入力

データの選定

l
どのようなデータを,いつ†どのよう

な方法で入力するか仁

1.店舗オペレーションにおける商品管理

2.オーダエントリー方式

3.配送センタ.倉庫

4.配送管理

I
得られた入力データをどのような処理

をして,どのような出力を出すと役に

立つのか.,

サービス向上の面

流通コスト低減の薗

I
｢役に立つデータ+とその活用方法

サービス向上

流通コスト低減 )→経営効率向上

図4 トータルシステム的アプローチの二つの方法 流通に対する

トータル システム的アプローチを進めるうえで必要な二つの方)去を示す._.
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いでミクロな収拙いノナとして糾ラ†己j血二川?における安去を小ノL､

に,肌-1文系モデルにより仰率J沈毅を川いたシミュレー‾ション

を行ない,故地な,馴芦如1-i巾バ〕迩J】1‾ノブJじをナ忙♂-るrl

以卜にその-ヒー川く的1l‾丈招いの慨紫をホす｡

4.l.1 流通システムのマクロ的取扱い

IUは問-ウニ11のように,離.■馴1Jな弓払■■■-】の流れや､f恥抑小二起

二る 一也のi-i二丈などを｢7クロにとらえて‾､ド叫的レートでよわ

lノ,二の｢フローー+の1獅六力寸l‾レベル_+に与一ノ_る紆ぎゃを､系

｢勺グ)㍍刑大IJ′一を‾蜜えて求めるシミュレーション托法で;ii)る･-･

し､圭1Dの_′+リブ仁一一流池システムヘの過Jtjを的中なモデ/しに

上ノノてホすと,図5c7)ようにニト耗工土凱
_‾ト場糾ii,抑ノこ1‡〔丈

はⅠ)仏土センタ),小′′l甜iとすることができるし､

二のよ一う乙･系に小r)'仁,i∴ 抑_車_一言ニ,輸送_f-り之びチHflこ叫止れな

ご､c7)数仙二を-リ･え,系に加わる外札として′卜′訓i′ノ占卜げの叡仙

を人ノJすると,行詰王;に抑々のI心符が表われるし)すなわち,′ト

′1■こ仰二′卜じた′′モ_卜げ変則の外札北川iに比べて札
‾り■坊とト･北

側グ‾)/=中:t川ミ仙うは ▲1】帥+に抑帖iされる帆･′りにあり,二のよノ､′

な軌1‾､川三を収拝するのに崇塩/〕かの-‾｢法が巧▲ノミノブれている･

し､ま,′+､′ノ訓Fの′ノこ卜げrltfiが10%だけ叶川口†JたJ湯｢ナ,糾1こじ･ノ)

応手‡を止kさ･′テする丁寸笠の効一粧をキ7り卜すると次ク〕よ〉)である･･王

ザ,小稚処用のノi埋れを′トきくした域でナの効り⊥を求めると､千‾

-一夕処珊馴りを㍍にLた暢でナ,__t二楊勺-リ榊脚"の収沖竺√ナはタ言

とち･り,摂lノい勅封上土はi一子えない.コ 次に判りiをバイパスLて

汁丈をj_圭一-ノた城でナ♂)1二均ご-ト稚拙恥け)収沖空でナいは机58%に帆

i!.iいィ､細純のf､巾端化ほ釣柑作♂〕此沖に効粧ク)あることか分か

る､川.L､多り淵iネ･ノトワーーークを桃成する城†ナは.別の幼り､し

か去われるグ)でi‾育三ノユを賀するL_､また,丁_村石モイ1三峠･とJ埴]卜/l二叶ノ)

たい.i近いを糾うための.榔.黙射■とを磐えた域でナの外米土を図6に

′j七す.｢り三ドニモ/叫主と鳩+上村車のブて′モを一性の汁丈で.訪珊写するj‾坊√ナ

を朋ヤた.埴比1とすると､ト小ズ=二しみる.土うに朋■仏･七J生を′トさく

するほど_=易′l小7三批帖は′卜さ〈なり,改TI■て効りミグ)人きいニ ヒ

を心す

ニグ)′よ一=二して流j如芸術ごとの刺1‾､川三が川イノれi右こ咄シス

テムJJマクロなJ,l三村鞍能を川-jJJかにするニヒができる-

生産工場

言l
工場倉庫

言1
卸売業又は配送センタ

言l
小売店

l

1l

亡妻

注:

l物の流れ

言伝票の流れ
共に遅れを含む

匡】5 簡単な;充通システムのフロー 流通段階で生ずる物と情幸艮の伝

達遅れの〕犬ン兄を解析するためのモデルを示す√,
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岬
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H
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在庫調整速度

回6 在庫調整速度と工場生産振幅の関係IDによる流通システム

解析例で,小売店で柑%の売上げ噌が生したときのエ場生産振幅に及ぼす影響｡

在庫調整をゆっく り行なうほど振幅は減少する..

4.卜2;充通システムのミクロ的取扱い

マクロ的1山倣いでほ､人ノJ放仙は嫌肘1く+な矧;祭の放仙を川

いず,-ド叫仙レートで去わLてし-たか,一糾克也柑;皆のミクロ

乙､快.汁では維肘1リな放仙そ･グ)ものを収り拙二)必戦がある二.

いま､■j叩りを′トノ㍍テに才;ける仙小川り越にとって▲みる(6)批

′′■こするん'･物の削tli,叶▲川川i拙し1呈】と,仙ヰi粥,ヲ己汁珊ノ之び11.-.-りJ

プLl‾上りミイ■～か､-リーえられている..盤外するもれま1[1の搬ノノ亡き.呈二,

り〉1トタイム(LT:汁丈Lてから人伸するまでのFT数ノであ

るとき,党i-iミ∴‡と･ヲ邑i十イ川数を求める｡

什人れ注文を出す‾/叫iレベルを月,た主三文_Eli二をQとLて仙i壬

叫ノミ態を卜れ+けると図7のようになる.｡すなわち.月が砧す

ぎると仙･ji乍■～がかさむL,化すぎるとん川Jれによるすルソ上が州

う▲｡で卜川名甜州rノ1Cを址小にするためには,什人れi_i二丈か

⊥､J人叫までの‖小ニノこれる仰卜数のjU+…山を1jてめる必･怒れらり,

ト什述の.;■拝変鍬:一芸二よりモンテカルロ シミュレーションを旭川し

【ノ,rAC,札 Q叫与と+統を求めたものが図8であるL｡‥小父;

･上1)月を4,Qを14とするのか址過との純米が柑J)れる.ごJ

ニク)･上うな仰析を多.■1.t.抑につき子-ナない,_iLつ多小i柵l川との

朋ヤたを巧▲収Lて､▲∴帥J岩バノ越川グ)バh叫を進めることとなる亡

4.2 データ;舌用面からのアプローチ

4･1で子ミト〕れた必要機能をi■!い上するためには,図4のイ.一川の

■7フナローナをユーーし休l′ⅠてJに進めてし′Dくことか比､安とち･る｡二二で

は､`J岬+とLて肘油オペレーーションにおける単.1ほニfl王1,卸′ノこ

にJiける一之汁上州;fl‡躇を収り 卜げ,什つこれJJの｢いで′卜する

物流(マテリアル
ハンドリングJ+l･㍍｢iとの紙でナについても.喜一ノ之

する｡

4.2.1店舗オペレーションにおける単品管理

州i】tけぺレ1ションとは,一肘二小ノ己仙二おいて什人れ,

/川i,収ノ上の糾･fノ∴くで′たする人,物,1モのフローに岡地Lた

行仲〝)オペレーションを†旨す二.

流′也システムの小で放校の利_去宗を強倒しようとする

す,りヾ‾:t主購入,r 円山去などかぢ▲えられるが.敗ノ己時∴t.くに才;

ける-Fii･･馴〟幸lまにきめの細かさがなければ,売れない商占もを多

数拙え込むこととなり効果が子lト〕れない｡､例えば,1帖去セン

タにおける出荷時ノ､】二の1什叫､〔捕ぇは小売時点では数イ･什にな

り,仙々のゥ一己れ方についてグ)占､絹=け【タがないと､きめの細

かい什印が件Lくなるrノ

付加オヘレ…ションにムし､てきめグ)細かい_削～一作理を行な

1嘔

世
瀬ゴ

注:LT=リードタイム

品切れ l

-ナLTト →LTトー

2E】 3日

日------･---

図7 離散系の在庫現象を扱ったシミュレーション 現実に生ずる

在庫変動現象を離散系モデルとLて取扱い,シミュレーションにより解析する

例を示す｡

注:7二4C=年間総費用
月 =仕入れ注文を出す在庫レベル
Q =注 文 量

月=5

6

6

6

6

巴
0
0
0
-
r

X
■
〕
マ
ト

616

600

尺=6

月=3

月ニ4

10 11 12 13 14

Q

15 16 17 18

図8 年間総費用丁ノqCと注文量0との関係 最小在庫費用を求める

ための解析例を示す｡

′ノには,デー一夕人ノ川ノー;人とLて_)L一､j′:丈ノj･二▲il■亡け招きi_rHOCRリー

グ〕`7'ノ之ひ■POSシステム(H-グ)利川左･どがぢ･えられる(_､OCR

り‾ダにつし､てJ土他に終仰の仙川1j三宗主■iがあり,またPOSに

/ノいては7メリカ,シングー什と拙す粍L,ソフト､ハ1-ド仙

州グ)ホテンシャルを■1■ナjめつつある｡.

卜.言L糾r淵人をf-†卜､た小ノこ1ての｢軌1ノーチータ抑IJ例のうち,

フ丁ソションr軌1い二i災jするものを図9にホす｡これは,

(1J′ノヒイfきグ)りいもの,j吐いものをみるため

(2)▲一】lT一席二別の仰1こ結り上1立♂)ため

(3)1‾･トLスタイルの′ノこれすじ,叱にすじの妃分け

(4)/川川+二〆手グ)分析と帥允発注ぎめのため

ン;-ビ･グ)レホートを作成L,腐-1I∫-の批ノ己効ヰ向l二を1二判る｡

重た良一1川上′′との例で,中■耶叩‡ミを-リ三相しJ,切り,カテゴリー

札 必安スへ-ス比較♂)レホノートのイ㌔1‡⊥じを図tOに′J-け｡卜小耳t

か⊥-〕lリト〕か乙■ようにいテ別,カテゴリ【別の売上砧,附則益,

純不リーん去のほか,′ノこ暢の低能.洲附ニロケ【ション繋凶を入れ,

l…′二`ノ仰い11たりの′h糾′トを砧めるうえでの判l桝資料をfりこるこ



とができる〔)

頼′存サ【ビス水郷とスペースとの1ちき+係,枇′ノこ化粧商■1占や与よ

切りの勧一汗などは上去期的にチータを村iふ_卜げれはノf羊妨に拙‾ホ

でき,多JJi舗州りこの販売才抑Ⅰ‾三もど･;fほえて,流墟効率rr】j卜のた

めの｢子芝に立つデーータ+のj光供が可能となる⊂.

4.2.2 卸売における受注出荷業務

即ノ占にJjけるJ【l朋泣処月ゝのうち,′受注,■=仙ユ与稚に焚求される

機能は､

(1)ノ_壬i上かJJJ-i川ほでのり-ドタイムの如縦

(2)/=‾riり篠認,ノjイ.て王顎･ミチエ,ソクの純化ドり卜

(3)√壬汀=苅作うてに懲′｢る人上=J七城と什1ゝ三L帖城

(4)収一刀ーう1亡へのヤ㌧一ビス巾卜

r‾‾‾‾‾‾
‾

値 札 自動言責取り

(売上データ)■■1

l 納品伝票
l

】

l 移動伝票

】

マニュアル操作≡

マニュアル操作≡

ト POS端末

POSシステムによる売上･仕入･移動データ

の正確･迅速なインプット

し-_

′‾‾

仕入伝票 …

商品配分票･･

手書き

‾宙
カセットM T

直垂

トラック輸送

(付近地店舗)

(遠隔地店舗)
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でこや)り,‾機械化中人グ)効胡土と Lて表2にホす--■拝J臼が挙げノ)

れるく⊃

ノ乏柱山イ‡ごfシステムの半額フローを図Ilに′+七すし〕抑ノこf判;七千で

は小売1‡貨肺はど→t.-.～l符仲♂つデータ数は多くないが､11て丈手放エー1:は

大きいため/川川い械の効果は秘めて大きく､また仙i去刻Jヰ叩り

卜などにシ_ステム才女法(9)を池川するとイけ紙り上が糊付できるr

ニグ)はか,物i式己ノlい也や介J小グ)竹J二I11システムにつし､て【_ト_′∴士_･竺

附叶は多くグ)り三溝】iをイ+‾する(川)ので､lノ+?‡につし､て+上文人の右

キ‾文献に.よノ〕れたい亡.

4.2.3 ハンドリング コストの管理

流細システムの糾三笠t析では,その小で′卜ずる物の棺刺には

すべてノ＼ントリングが必一安であり,ニグ11巾でノjさめグ‾)料‖かし､

凹

竜野要覧㌶ロラによる
奮響カップラ データ伝送システムによる

迅速なデータ ギャザリング

手書き ≡ H-8959

■■■■三■■■■◆手書きOCR

手書き ≡

紙テー7G又はMノノT

棚 卸 票････

手書きOCR(H--8959)によるデータのダイレクトインプットで､

正確なデータ収集と省力化

し______

図9 ファッション商品を対象とした小売業の情報処理システム

ずる単品情報の取り入れ方と,そのデータ)舌用の方法を示す亡.
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____ノ

HけAC

ダラーコント

ロールシステム

商品企画システム

売上高予測システム

売すじ分析システム

在庫分布把握システム

売行き分析システム

店舗オペレーション段階で生

】 ノブ%

】一¶-∴l%一一
】 -

軸
喋
胡
献

･l各種レポート

見やすい(一

見Lてアクシ

ョンのとれる)
レポートのタ

イムリーなア

ウトプット

l

ピテオデータ

端 末

暦

電話問合せ＼
奄雷喜仙

ビデオデータ端末オンラインによ

る必要情報の随次検索

売上

輯→

浄
1
一

一一/

ロケーション

コード

争

スペース当たりの

売上,純利益
所要スペース(ftJ)

見切りを行なった場合の

スペース(叶う)

図tO 販売管理総合レポートの一例 単品情報を総合Lて店舗内売上げ効率を定量的に把握するレポー

トの一例を示す〔J
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注文

取引先 一■l■
受注メモ

1
受注データ
の 入 力

与信限度

在庫切れ表示

出庫指示

データの表示

出庫指示伝票

EDPS

H什AC

ヨ 辻a‾≒

NO

なL

OK

月ご

在庫弓

あり

l当て

l

取 引 先
ファ イル

在 庫
ファ イル

在 庫

ファイル

図II受注出荷システムの業務フロー 卸売における受注出荷システ

ムの基本的な情報処理業務のフローを示す｡

表2 受注出荷業務機械化の効果 配送センタなどの受注出荷業務に

電子計算機を導入Lた場合の各種の効果を示す｡

処王里形態
/ヾッチ

lィンハウス

オンライン

システム

オンライン

リアルタイム

システム
効 果

＼

システム

在庫確認の自動イヒ

(台帳,カーデックスの廃止=△
l

与信限度の自動チェックl△

l

倉庫への出庫指示データのi

タイムリーな送付 l八

効率の良い配車計画 × ンこ

伝票発行の省力化
▲へ

【

機械損失の減少

(サービス奉の向上)

各種問合せの応答

(タイムリーな情報の提供)

1_

コスト什即か'必安となる｢,図12にハンドリング コストの分析

例を′J七すか,11テ舗や配送センタl勺で物が動くすべての糊†ナに

物流乍皆がヲ己生するので,二のような堀中什の形でコストを岬

碓に肥jイi三Lておくことが望ましい｡

ニグゝ)ようなきめの紳かい甘≠里は,1現に′-1三 り1の分野では

IndustrialEngineering(IEノダ)-･J芸呈とLて研`先されておl),

i允加システムにおいても間伐の符J聖子法かう#人されつつある｡

rit■1ノー什即の徽斌は,ニのようにハンドリング コストグ)軸まで

ノ之ぶことが前官で,この時ノ.一丈で納めて流地利て_貨l榔二よ=ナる人,

物,1ての効きが氾鵬でき,東の流池効率化に結びつく｢手法に

､二′二つデータ+を1加丈することが‾叶絶となる｡

8 結 言

以上,抹消システム化へのアブロ〔ナのノブ法につき述べた

か､1モ‾ジ三システムの範l非ほ超えた引二全的要‾求や柑j待の多しl分

野であるた･れ 今後の発展の小心は,榔布との接点部分に椎

イ‾fLて佃〈 二ととなろう〔

.002340人･h.′ノケース

.000057人･hノノkg

.0325人･h.■mL}

.007042人･h./荷受
†

商品ウェアハウスヘ到着

l
パレットヘ横付

l
ウェアハウスの保管場へ移送

荒醍至 ;l■‾

ケース

･002860人･h･ノ′出荷
集品及び再包装 商 品 集 晶

十 ケース

･000-19人･h/荷受kg l

.009900人･h′■′m3

1,296円′′mゴ..･km

仕入先で

店へ出荷するため商品を

トラック積込場へ移送

l
トラックヘ積込み及び店の

荷受プラットホ¶ムまで配送

.003480人･h′ノ/ケース

十

.000057人･h.′/kg

コンベヤによる

荷 下 ろ し

.004880人･h.′′ノ荷受ケース

･000057人･h.′′kg

パレット積付で

.053000h.ノ/m3

パレット荷下ろL

図12 ハンドリング コストの分析例

生する物)充費の詳細な分析例を示す｡

商品が入荷Lてから店内で発

二のことは､従来+三権分野で発j皇Lてきた規模の利益を利

川Lにくい範榊lを取り拭うことを意味するので.顧客ニーズ

の分析と対応に主【1比を才iいた多様なシステム作りが必黎となる‥

幸い臼__､二仁黎望作巾の‡充油に関する技術はマテリアル ハンドリ

ンデ部分も含めて潜柿されつつあるので､/丁後は顧客の指噂

を柑つつ,ニーーズ主体の流通システム化を口指して努力を続

けてゾDきたい
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